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研究成果の概要（和文）：本研究では中国四国地方の近世城下町遺跡から出土した動物遺存体の分析によって、
当時の多様な動物資源利用の様相やイヌやウシなど特定の動物と人との関わりについて考察した。また、屋敷地
ごとの出土動物相の違いから、食環境の違いや貝類資源の道具としての利用、骨細工製作、イヌ利用の様相につ
いても明らかにした。さらに、動物骨の同位体分析によって、当時利用された動物資源の炭素・窒素同位体比の
値を示し、縄文時代と近世での哺乳類資源の食環境の差や家畜種への人の影響の可能性について指摘した。

研究成果の概要（英文）：In this study we considered the aspect of various food resource utilization 
and relationship between specific animals such as dogs and cattle and humans by analysis of animal 
remains excavated from the early modern castle town area of Chugoku-Shikoku region.
We also examined the difference of the food environment, utilization of shellfish resources, bone 
work production and utilization of dogs from the difference of the fauna of each house site.
Additionally, isotopic analysis of animal bones reveals carbon and nitrogen isotope ratio values of 
animal resources used at that time, we pointed out the difference in dietary environment of 
mammalian resources during the Jomon period and the early modern period and the possibility of human
 influence on domestic species.

研究分野： 考古学、動物考古学、同位体考古学

キーワード： 動物遺存体　安定同位体分析　動物資源利用　近世城下町　中国四国地方　食文化　家畜種

  １版

平成

研究成果の学術的意義や社会的意義
近世の動物資源利用については、大都市、江戸、大坂、京都の三都の資料を中心に議論されてきたが、本研究で
は中国四国地方の複数の近世城下町遺跡の出土動物遺存体の分析を通して、初めて地方の食環境や動物とのかか
わりなどの暮らしを明らかにした点で、学術的に意義がある。また、これまで近世の歴史については文献から得
られるものがほとんどであったが、実際に発掘調査によって出土した資料から明らかとなった成果を、各遺跡が
所在する地域において開催したシンポジウムで発信できたことは、自分たちが暮らす地域の歴史を知ってもらう
うえで社会的意義の高いものであったといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近世城下町における人々の暮らしぶりは、これまで近世を代表する大都市、江戸、大坂、京

都の三都の資料を中心に、動物利用の様相、特に食文化や骨細工製作などが比較検討されてき
た。地方の城下町遺跡については、個々の特徴が報告されるのみ、あるいは藩邸などの同階層
の屋敷が大都市の屋敷と比較されるにとどまる傾向が強く、地方都市すなわち日本列島に生活
した多様な人々の暮らしぶりを明らかにするためには、地方近世城下町の出土資料を詳細に分
析した比較研究をすることが必要となる。 
近年、地方においても多くの近世城下町遺跡の発掘調査が実施され、中国・四国地方では、

広島、岡山、松江、松山など、各領主の城を中心に発達した城下町の様相が明らかになってき
た。各遺跡からは、当時の暮らしを知る多くの陶磁器などの生活用具に加えて、食文化や資源
利用を知るうえでの貴重な資料となる動物遺存体も出土しており、なかでも、松江城下町遺跡
（島根県）では、道路拡幅工事にともない、松江城から城外へと延びる町並みに沿って複数地
点で発掘調査が行われており、各調査地点、すなわち屋敷地によって、出土動物遺存体の様相
が異なっていることが明らかとなってきた。 
以上のような近世城下町における動物資源利用の研究動向を踏まえて、本研究では、動物遺

存体の興味深い出土状況が確認できる松江城下町遺跡を中心とした、中国・四国地方の近世城
下町遺跡における動物資源利用の様相を具体的に考察し、それぞれの城下町では、どのような
技術や文化あるいは動物との関わりがあり、また、人の移動やものの流通などについて特徴を
抽出することで、大都市との比較も可能となり、日本列島における近世文化の特質や地域性お
よび多様性などについて追究できると考え、本研究を開始するに至った。 
 
２．研究の目的 
 近世城下町では、当時の絵図や文献から屋敷地の配置や階層を知ることができ、発掘調査に
おいてそれらが有益な情報となるとともに、そこには記されていない情報が得られることもあ
る。出土する動物遺存体の分析においても、屋敷地ごとに特徴を考察することができ、当時の
多様な動物との関わりを明らかにすることができる。本研究は、中国・四国地方を中心とした
地方近世城下町を舞台として、どのような動物資源を利用したのかにとどまらず、何をどのよ
うに利用したか、例えば、飼育していた種は何か、遠くから運ばれたものは何で、それらはど
こから運ばれたのか、また骨加工に係る職人はいたのか、その技術はどのようなものであった
のかなど、人と動物との具体的な関わりあいを動物考古学および同位体考古学的視点から追究
するものである。また、各屋敷出土の土器や木製品などの人工遺物の考察と合わせて、当時の
文化や技術、流通など、総合的に地方近世城下町の暮らしぶりを明らかにすることを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
（1）分析対象地域と資料 
 地方近世城下町の暮らしぶりを解明するため、東方
に大坂、西方には博多の近世大都市が位置する中国四
国地方を分析対象地域とした。これらの地域には、松
江城下町遺跡（島根県）、広島城跡（広島県）、徳島城
跡（徳島県）などの複数の近世城下町が存在し、それ
らの遺跡から出土した当時の食料残滓や道具の素材な
どとして利用された動物資源である貝殻や動物骨（動
物遺存体）を分析資料とした（第 1図）。 
（2）分析視点 
 対象とした動物遺存体については、種や部位の同定   第 1図 分析対象遺跡の位置 
によって各城下町でどのような動物資源がどの程度利 
用されていたのかを比較した。特に絵図などの情報から屋敷地の差異によって出土相が異なる
のかに注目した。また、資料に残る解体痕や加工痕の観察や、遺構や出土地点を特徴づける種
については個体の大きさ（体長）復元を実施した。さらに、野生/飼養（家禽）判別や産地推定
のために炭素・窒素などの安定同位体分析を実施した。 
 
４．研究成果 
（1）近世城下町遺跡出土の動物遺存遺体相 
①広島城跡 
 多様な魚貝類が確認された。貝類はハマグリが最も多くを占め、アサリ、ヤマトシジミがそ
れに次ぎ、サザエとサルボウを合わせると全体の 95％を占める。内湾砂底や干潟、河口潮間域
を主体に岩礁のものも含まれるという貝類相の特徴が認められるが、遺構によって組成が異な
る点と特にアサリが多い点が他の城下町とは異なる点が指摘される。魚類はマダイを主体にタ
イ科が全体の 6割を超え、瀬戸内海沿岸部に位置するがマグロ属やカツオも少量確認されてい
る点は、遠隔地からの物資の流通を示す資料として興味深い。これは御用屋敷として利用され
た武家屋敷出土資料であり、豊富な貝類と魚類が確認された一方で、骨細工やそれらの未製品
は確認されず、イヌやネコが少ない点が特徴であった。 



②松江城下町遺跡 
 貝類はサザエ、ハマグリ、ヤマトシジミ、サルボウが主体で、魚類はマダイを主体にスズキ
属が目立つ特徴がうかがえた（第 1表）。スッポンも各地点で確認された。鳥類も一定量認めら
れ、カモ類が多く認められた。哺乳類はイヌ、シカ類が複数点認められるが、全体としては少
量で、上級武士屋敷地でオットセイが出土した点が特筆される。マダイなどの魚類には解体痕
が観察でき、各屋敷地で調理されたことを物語る。屋敷地での貝類と魚類の出土相に大きな差
異は認められないが、鳥類やイヌとウシについては地点によって出土量の差が認められた。こ
の点については後述する。 
 
第 1表 松江城下町遺跡出土の動物遺存体一覧 

 
③徳島城跡 
 貝類はハマグリとヤマトシジミが主体でチョウセンハマグリやボウシュウボラなど外洋に生
息する種も含まれていた。魚類はマダイを主体にブリ属やハモ属が出土し、イトヨリダイ科や
ミシマオコゼ属など他ではあまり確認できない種が含まれるが、一般に出土が確認されるフグ
科が認められない特徴がうかがえた。哺乳類はイヌとシカ類が多いのが特徴であった。屋敷地
の性格に関わらず、複数の調査地点で切断の痕跡がある鹿角や四肢骨と共に精巧な骨角製品が
確認されており、城下の各屋敷地で副業として骨細工を製作していた可能性が示唆される。ま
た、多くの地点で複数の管状土錘やその鋳型が出土している点は、武士の漁撈活動を物語るも
のとして注目される。 
 
④高松・丸亀城跡 
 高松城跡の貝類はアカニシ、サザエ、ヤマトシジミ、ハマグリが多く利用され、魚類はマダ
イを中心にスズキやフグ科、ハタ科などの海産種だけでなく、ナマズやフナ属などの淡水種も
利用されていた。鳥類はニワトリが多く認められ、コウノトリが確認されたことも特筆される。
また、シカ類やネコ、イヌなどの哺乳類も多く確認された。 
 丸亀城跡では貝類はアカニシとアサリを主体にハマグリやサザエなどを利用しており、時期
的な利用貝類の変遷も確認することができた。出土資料の量や種類は、調査地点が屋敷地内の
どこにあたるかに左右されるため他の遺跡資料を同等に比較はできないが、魚類の出土量は少
なく、スズキ属のみを確認することができた。哺乳類についてもイノシシ類とニホンジカ、ノ
ウサギなど少量の確認にとどまった。 
 
（2）貝類利用の特徴－高松城跡・丸亀城跡における考察－ 
 出土した貝類は、そのほとんどが食用に利用されたものと考えられるが、一部貝殻が道具と
しても利用された可能性を示すものが認められた。高松城跡と丸亀城跡から出土したアカニシ
には、殻口の内唇側の体層上部に孔が開いたものが多く確認された。特に、丸亀城跡では顕著
で、完形に近い資料 61点のうち約 70％の 42 点に小孔を観察することができた。 
 これらの痕跡は、殻体に孔を開けることによって、軟体部を取り出しやすくする効果があっ
たと考えられるが、軟体部を取り出すことのみが目的であれば殻全体が壊れてもよく、小孔に
とどめるには、軟体部を取り出したのちに何らかの用途を想定した結果だと考えられる。それ
らの答えの一つには、アカニシの殻の蛸壺漁が想定される。江戸時代の 18世紀の終わりに刊行
された『日本山海名産図会』には、高砂（兵庫県）の海でアカニシの殻がイイダコ漁に用いら
れている様子が描かれており、現在でも香川県の高見島や小手島では同様な漁がおこなわれて
いる。 
 なお、本州側の大坂城址および高松藩や佐賀藩の大坂蔵屋敷跡などでも穿孔が認められる資
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料が確認されているが、これらは調理痕の可能性が指摘されている。丸亀城跡出土資料の分析
によって、近世におけるアカニシ利用をより詳細に知るためには、大坂城址などから出土した
資料との穿孔の場所や形態の観察や、現在イイダコ漁に用いられているアカニシ殻の特徴など
との比較研究へと発展させることが必要であり、本研究の成果から得られた今後の課題である。 
 
（3）上級武家屋敷地と町屋－松江城下町遺跡における屋敷地別の特徴－ 
 松江城下町遺跡では道路拡幅工事に
伴って、城郭に近い上級武士の屋敷地か
ら町屋や下級武士の屋敷地に至る地点
が連続して調査されている（第 2 図）。
そのため、上級武士と町屋などの複数の
屋敷地の出土動物相を比較することが
できた。前掲の第 1 表に記した第 9・10
ブロック調査地点は絵図によると町屋
にあたり、ウシ角や四肢骨の加工品が大
量に出土しているのが特徴である。町屋
には骨細工を製作する工房があったこ
とがうかがえる。その境は堀を隔てて区
別され、堀の内側は内山下と呼ばれた上
級家臣の居住地で、外堀周りには町人町
が配置されていたことが、出土資料から   第 2図 松江城下町遺跡の調査地点配置図 
も示された。 
 また、松江城下町遺跡ではアルファステイツ調査地点で、イヌが複数個体まとまって出土し
ている。内山下の武家屋敷地などの複数地点においてもイヌが確認されているが、特定の場所
でまとまって出土することで、この場所で何らかの特別な処理が行われた可能性が示唆され、
城下町内でのイヌ利用を考察する上での有益な情報が得られたと言える。 
 
（4）城下町におけるイヌとの関わり－各城下町遺跡から出土したイヌ資料の観察－ 
 近世城下町遺跡において出土する哺乳類の中で主体を占めるのはイヌであることが多く、そ
れらの利用あるいはかかわりを考察するために、解体痕や体長復元など出土資料の観察を行っ
た。特に出土数の多かった松江城下町遺跡と徳島城跡（徳島町 1丁目地点）の資料について記
載する。 
 松江城下町遺跡では最小個体数 27 個体を数え、山内（1958）の復元式により復元体高 33㎝
から 49㎝までの個体が確認できた。日本犬標準区分では柴犬大の小型から紀州犬や四国犬大の
中型で、長谷部（1952）の基準からみると小から中大級に相当する。大きさは多様ではあった
が、小型から中型の中間に当たる体高 45㎝大のものが最も多く確認された。 
 徳島城下町跡では最小個体数 10個体を数え、復元体高 37 ㎝から 45 ㎝の個体を確認すること
ができた。小型から中型に相当する個体が多く、松江城下町遺跡と比較して大きさの多様性が
少なく、小型の個体が多い傾向がうかがえた。 
また、解体痕が認められる資料も観察された。松江城下町遺跡では、尺骨の骨幹部や脛骨の

近位部や遠位部など複数個所に解体痕が認められ、徳島城下町跡では上腕骨の近位部で観察さ
れた。近世におけるイヌとの関りとしては、食用、タカの餌、ペットなどが指摘されるが、埋
葬と考えられる出土状態のものは確認されていないことや、少数ながら明瞭な解体痕が観察で
きたことから、両城下町においてイヌ肉の利用があった可能性が示唆される。 
 

（5）同位体分析から読み取れる動物資源利用 
 本研究においては、野生/飼養（家禽）
判別や産地推定のために安定同位体分析
を推進した。松江城下町遺跡と徳島城跡か
ら出土したイノシシ属やニホンジカ、イヌ
などの哺乳類、マダイやスズキなどの魚類、
カモ科などの鳥類において炭素・窒素同位
体分析を実施し、近世における人と動物と
の関わりについて考察した。 
 イノシシ属とニホンジカの同位体比を
遺跡間で比較すると、ニホンジカよりイノ
シシ属の炭素同位体比がやや高い傾向が
うかがえ、雑食のイノシシ属がより炭素同
位体比の高い食生態であったことが指摘
でき、イヌは窒素同位体比がより高い値を
示す結果が得られた（第 3 図）。また、ウ
シは草食動物であるが、ニホンジカの炭素  第 3図 近世遺跡出土骨類の炭素・窒素同位体比 
と窒素同位体比ともに高い値を示し、炭素          （雑誌論文①石丸 2108 より） 



同位体比はイノシシ属よりも高く、窒素同位体比はイヌに相当する値が得られた。これまで日
本列島で飼われていたウシがどのような同位体比を示すかこれまでほとんど結果が示されてい
なかったため、本分析結果は、当時ウシがどのような餌を与えられていたのかを知るうえでの
今後の家畜種研究における基礎となるものである。 
 また、近世の動物利用における人の影響の有無について検討するため、イノシシ属とニホン
ジカについて、縄文時代の資料との同位体比の比較を行った。ニホンジカはいずれの時代にお
いても野生に生息したものだと考えられることから、縄文時代と近世での同位体比の違いは認
められないが、遺跡差や地域差がある傾向が認められた（第 4図左）。イノシシ属では、近世資
料は縄文時代資料よりも炭素同位体比が高い傾向が認められた（第 4図右）。縄文時代と近世で
はイノシシ属の食生態が異なった可能性が指摘できる。また、イノシシ属だけでなくニホンジ
カにおいても、瀬戸内海沿岸部に位置する縄文時代の彦崎貝塚において特に窒素同位体比が高
く、東北地方に位置する三内丸山遺跡や東道ノ上 3遺跡では低い傾向も認められ、時代だけで
はなく地域による同位体比の差も存在する可能性が明らかとなった。 
 

  第 4図 縄文時代と近世遺跡から出土したニホンジカとイノシシ属の炭素・窒素同位体比 
（雑誌論文①石丸 2018 より） 

（6）まとめ 
 以上のように、本研究では中四国地方の近世城下町遺跡から出土した動物遺存体の分析によ
って、当時の多様な食料資源利用の様相やイヌやウシなど特定の動物と人との関わりについて
考察した。また、出土地点ごとの出土動物相の違いから、城下町における屋敷地ごとの食環境
の違いや貝類資源の利用、骨細工製作、イヌの利用についても考察した。さらに、動物骨の同
位体分析によって、当時利用された動物資源の炭素・窒素同位体比の値を明らかにし、縄文時
代と近世での哺乳類資源の食環境の差の可能性についても指摘した。 
本研究内では、その他の考古資料や文献に記された情報との比較検討を十分行うことができ

なかった点や同位体分析数が十分でなかった点など課題も多く残されたが、研究開始当初に予
定していなかった高松城跡や丸亀城跡など有益な資料を分析できたことや、少ない分析数なが
ら動物資源の同位体比に地域差や時代差が認められたことは大きな成果であった。本研究によ
って課題や展望も得られたため、今後新たな研究課題へと発展させて日本列島における縄文時
代から近世に至る各時代の動物資源利用の解明に向けて追究を深めていきたい。 
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